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あらゆる場所での暗号化

ハイブリッド・クラウド環境では、システム内の
みでなく、外部と連携するあらゆる環境で利用
されるデータの保護が重要です。

IBM Zの全方位型暗号化は、高速のハードウェ
ア暗号化機能により、アプリケーションの変更
を必要とせず、パフォーマンスにもほぼ影響を
与えず、ディスク上や通信中の全てのデータを
暗号化します。IBM Data Privacy Passportsは、
システム外にコピーされたデータを自動的に保護
し、企業で利用する個人情報の漏洩リスクを最
小化します。IBM Data Privacy for Diagnostics
は、外部に送信されるシステムの診断情報に含
まれ得る機密データを保護します。IBMセ
キュア・サービス・コンテナは、Linux上のセ
キュアな稼働環境を実現し、マルウェアの導入
による情報漏えいや特権ユーザーの誤用を防止
します。安全なクラウド・アプリケーション開発
を提供するIBM Cloud Hyper Protect Services
は、この環境内にも展開できます。IBM Fibre 
Channel Endpoint Security (Model T01のみ
利用可能) は、IBM z15と次世代のIBM DS8000
ストレージ・ファミリー間の通信経路における
データの暗号化と保護を実現します。

短時間での回復

今日のデジタル時代では、企業システムは業務
を遂行するためにほぼ完璧で中断のない連続
稼働性を求められます。

IBM z15は、計画停止時間を極限まで短縮し、
お客様へのサービス・レベル向上を追求してい
ます。IBM System Recovery Boostは、シス
テムの再スタートと業務回復時の処理能力を
一時的に増強することにより、停止時間を短縮し、
業務停止の影響を軽減します。この機能は、
システムの保守や変更、更改のための計画停
止で利用でき、保守品質を向上するとともに、
ビジネスへのサービス時間を改善します。また、
ハードウェアによるデータ圧縮機能を標準で
実装しており、より少ないデータ容量と通信量で
大規模なデータ処理を行い、コスト削減に寄与
します。z/OS Workload Interaction Correlator 
とNavigatorは、z/OSとミドルウェアの相互依存
関係を示す豊富な分析用データの生成と、その
データを直感的に分析するための新しい分析
指標を提供します。この機能により、不具合発
生時のシステム状況を素早く診断し、問題の切
り分けに要する時間を大幅に短縮します。

Tailored Fit Pricing for IBM Z：IBM Zソフトウェアの革新的な料金オプションです。クラウドのようにシンプルで予測可能な料金設定により、ビジネスの成長をサポートし
ます。また、z/OSアプリケーションの開発・テストなど認定ソリューションに対する料金オプションを提供します。柔軟な導入方法と経済性を組み合わせ、新たなソリューション
を開始できます。

クラウドを活用すると、柔軟性、俊敏性、そしてオープン性というメリットを享受できます。しかしその一方で、クラウドへ移行されている
業務ワークロードは、まだ20%にすぎません。企業は、既存の機能、セキュリティーの担保、プロセスやデータの可用性を損なうことなく、
インフラストラクチャーをモダナイズしてクラウドに移行しなくてはなりません。

IBM z15は、ハイブリッド・クラウドへの統合により、クラウド基盤に次のレベルの強固なセキュリティーと安定性をもたらし、お客様の
ミッション・クリティカルな要求にも対応できる最適なクラウド環境を実現します。

多様なお客様のニーズに適合する設計

業界標準の19インチ・ラックを採用するIBM z15は、クラウド・データセンターに適した柔軟な筐体設計
により、様々なビジネス規模やクラウドの構成の要件に対応できます。また、ビジネスの俊敏性と柔軟性
をサポートするため、オンデマンド機能のオプションや、標準実装の暗号化や圧縮など特定の処理機能
を提供します。

Model T01は、マルチフレームに対応し、必要な処理能力に応じて1ラックから4ラックまでの構成を選択でき
ます。通常業務とバックアップ、冗長化構成などの要件応じた構成を選択できます。Model T02は、シングル
フレームでありながら2つのCentral Processor Complex (CPC) ドロワーを構成し、システムを停止する
ことなくドロワーの保守ができます。また、IFLを最大65個利用できます。さらに、8Uもしくは16Uの
筐体内オープン・スペースを構成し*1、自由に機器を入れて使用できます。
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クラウド・ネイティブ環境への対応

高度なビジネス要件を満たす、複数のクラウド
環境を組み合わせたハイブリッド・クラウドの
採用が進んでいます。迅速なサービス提供と管
理の実現には、クラウド環境にアプリケーション
とデータを対応させた、開発者と管理者が利用
しやすいクラウド・ネイティブなエコシステムが
必要です。

IBM Zは、お客様のアプリケーション資産をAPI
化して公開し、クラウド・ネイティブ環境に対応
したアプリケーション開発者リードのセルフ・
サービス運用を提供し、ビジネスに直結する
サービスの迅速な展開を可能にします。また、
Zoweに代表されるDevOpsソリューションに
より、新しいクラウド・ネイティブ・アプリケー
ションの統合開発環境を提供します。IBM
z/OS Container Extensionsは、オープンな
コンテナ技術により、Linux上のアプリケーション
を既存のz/OSワークロードと一緒に、高可用
性とセキュリティーを備えたz/OS環境で実行
します。さらに、Linuxコンテナの操作を自動化
するオープン・ソース技術であるKubernetes
に基づくRed Hat OpenShiftプラットフォーム
や、コンテナ化しない仮想サーバーの管理を自
動化するRed Hat Ansibleの利用により、ハイ
ブリッド・マルチクラウド環境全体を集中管理し、
最適化します。

ソフトウェア・サポート：以下をサポートします*2 *3。z/OS V2.2以降のリリース、z/VM V6.4以降のリリース、z/VSE V6.2以降のリリース、z/TPF V1.1、SLES 12 SP4、SLES 15 
SP1、RHEL 6.10、RHEL 7.7、RHEL 8.0、Ubuntu 18.04.1 LTS、Ubuntu 16.04.6 LTS、KVM *4




